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あなたもグリーンコンシューマーに 事業部長 大西 優子

∬彎 環境月間の6月 20日、千葉県教育会館においてグリーンコンシュ

―マー研究会世話人矢野郁子氏をお迎えして、「エコライフの達人

グリーンコンシューマー」のフォーラムを、60名の参加者により開

催しました。

矢野郁子氏は、私たちをとりまく様々な環境について、「大量生

産、大量消費、大量廃棄のライフスタイルから、価値観を見直 し、

シンプルライフとはどういうことか考えてみようではないか。消費

者の行動が企業に “環境は経済に優先する、商品だけでなく環境意

識 も売る"姿 勢を取るようにさせるのではないか。そのために、グ

リーンコンシューマーの考え方を広めたい。

生産過程から最終的に廃棄されるまで、少 しでも環境に良い商品

の購入。無駄なエネルギーを使わない工夫。水を汚さない工夫。ご

みを減らす工夫。そうした、一人ひとりの選択 と行動がメーカーを

変え、社会を変えてい く力 になって行 く。」 と話 され、最後 に食品用 ラップの炎色反応実験 を行い講演 を終わ りま

した。

「環境を考える消費者 として (村上利子氏)」「具体的目標値を定めて課長補佐以上が推進員に (鈴木武貝1氏)」「カタ

ログには全てのメーカーの環境配慮商品を載せ営業活動を (牧野慎一氏)」「エネルギー問題から環境家計簿を付けて

(木野村秀夫氏)」と、具体的な取 り組みの事例発表があ り、グリーンコンシューマーの認識を深めました。

また、グリーンコンシューマーの言葉自体、まだ浸透が浅いこともあ り、フォーラム開催の案内状に 「グリーンコン

シューマーの10原則」について、実行 していること、また、日頃考えていることのアンケー ト調査 を同封 した結果、関

心の深さの反映か不参加の方を含め9o通の回答を頂 き、フォーラムの内容に重みを加えることができました。

パー トナーシップコラム

問題先送りの地球温暖化防止対策 事業部スタッフ 有馬 富穂

大気中のC02濃度は現在約360ppmであるが、これを温暖化防止の閾値とされる550ppmで安定化させるためには、

早くからco2肖1減対策に着手して、2050年頃には減少方向に転じさせ、2100年頃には現在と同じレベルまでに削減し

なければなりません。発展途上国のC02排出量の伸びを考慮すると、先進国のC02排出量は50%以 上の削減が要求さ

れます。

これは中央環境審議会の基本的考え方と一致していますし、私達もこれを認識しておくべきと思います6

しかしながら、COP3で 採択された日本の削減率は6%で 、その中身はC02な どの排出抑制が2.5%で、残 りは

排出権取引、森林による吸収などで埋めるという。これと上記の認識のズレは大です。

近く、地球温暖化防止関連の重要な法律が制定されます。それは 「地球温暖化対策の推進に関する法律」環境庁

と 「省エネルギー法の改正」通産省です。また、政府の地球温暖化対策推進本部はその 「推進大綱」を決めました。

温暖化防止の実効ある政策には(1)規制的 ・強制的措置、(2)炭素税などの経済的誘導、(3)自主努力の3つ の柱が必要

と言われています。これらの法律では(1)は後退、(2)は削除、(3)のみに頼る問題先送りものになっており、また、「温

暖化防止」から 「防止」が消えるなど満足出来るものではなく、ブーイングの声が出ています。

これに対して、環境NGOか ら有効な市民立法 「地球温暖化防止活動推進法」の制定化の動きがあります。いずれ

にしても、21世紀にはC02削減の画期的な技術ブレークスルーが期待されていますが、世界の自動車メーカー大手が

本腰を入れて燃料電池車と電気自動車の開発に鏑を削つていると言う新聞記事は将来に明るい展望が開けるグッド

ニュースの 1つ と思います。21世紀は化石燃料から自然エネルギーヘのエネルギー革命の時代と言われていますが、

この変革を早め次世代によりよい環境を残すには市民活動の力が大きいと思います。
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流山市立博物館友の会

青木 更吉
私たちの会は、環境保護団体ではないが、近くに汚染された手賀沼や坂川などを

抱えているので、環境問題に無関心ではいられない。

6月 には会員のカメラマ ンの

「アンコールワット遺跡写真展と講

演会Jを 市内図書館で行った。世

界の文化遺産を破壊、崩壊からど

う守るか、写真展を見たあと、熱

心に講演を聞いて、そのあとの質

疑も活発に行われた。

2月 にはこれからの流山はどう

あるべきか、「流山を考える集い」
を開いた。ここでは、当然ながら常磐新線による自然破壊問題が出た。また、それ
との関連でオオタカが住む市野谷の森 も議論 された。流山のほぼ中心にある50ヘク
タールの市野谷の森は市民にとっては貴重な緑だが、「流山自然観察の森」 を実現
させようと運動 している会員から、その経過が報告 された。今までは人と自然が共
生 してきたが、これからもそれを続けて行けるかどうか、都市のなかの雑木林を文

化遺産としてとらえ、これからの街づ くりの中心にすえていきたいと確認 した。

同じ2月 に第 1回手賀沼流域フォーラムが柏市で行われ、「美 しい手賀沼を愛す
る市民の連合会」に加盟 している私たちの会も協力 して参加 した。手賀沼の汚染は

23年間もワース ト1を続けているが、連合会もできたことだし、流域フォーラムも
スター トしたし、何 とか美 しい手賀沼を取 り戻 したいと私たちは願っている。

連絡先 :〒270-0157 流山市平和台 5-35-6 TEL 0471-58-3004

八千代ホタルフォーラム

代表 加藤 賢三

養殖 したものではない自生のホタルを21世紀に残 したいと考え、平成 3年 に八千
代ホタルフォーラムを作 りました。当フォーラムでは谷津を中心 とした自然観察や

学習会 ・講演会、夏にはホタルを見る会を実施 しています。また、八千代市の環境
シンポジウムや環境 フェア、ふれあいまつ り、公民館祭へ も参加 しています。そ し
て、市内外の環境ボランティアグループが集い、交流を図 りながら 「ホタルも人も

輝 く街にJを メインテーマに自然に配慮 した街づ くりをするためにはどうすれば良
いのかを考え、できるだけ多 くの個人あるいはグループと話 し合いの場を作 りたい

と願って八千代環境 フォーラムを

現在まで 3回 開きました。

このほか、体験農業 として、米

作 りや炭焼 きを楽 しんでい ます。

また、花輪川プロジェク トー ホタ

ルゃメダカの自生 を目指 して一 と

して、年間 5回 位、動植物や水質

調査あるいは清掃 ・草刈そ して浄

化試験を計画 しています。

さらに、休耕田の有効利用 として、カェルや トンボの保全 とホタルの自生を目ざ

して池づ くり、水路づ くりも行い、春には、石神 ・吉橋 ファーマーズクラブとの共
催によるレング祭を企画 しています。

今後の目標あるいは課題 として、昔だったらごくあたりまえの里山や谷津の原風

景を何 とか残 したいと願い、体験することを通 じて、自然から学ぶことを′亡、がけて
います。

連絡先 :〒276-0046 八千代市大和田新田931-3 TEL 0474-50-9077
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友の会20周年記念に利根運河畔にサクラを植えた(平成10年4月)
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団体会員の活動を紹介―

音「会だより
事業部

― ちばが変わる 地球も変わる

環境シンポジュウム1998千葉会議

行動 しよう ′未来のために

時  9月 27日 (日)10:Oo～ 16:30

場 所 千葉県立衛生短期大学 (幕張)

内 容 基調講演・6分 科会(4時F130分予定)

実行委員長として、当会の横山副部長が

,がんばっています。

12月5日 に、地球温暖化関連の

総務部 部長 永島 輝代

本年度から 「環境パー トナーシップちばJの より円滑な運営を期するため、総務

部が設置されました。運営委員会の連絡、運営、事業、予算、計画、執行、原案の

作成、及び年間活動の記録報告書の作成など事務的な部分をコーディネイ トし、財

団とのパー トナーシップをとりなが ら、他部門の活発な活動展開を支え、県下ネッ

トワークの多角的なアクションに携げ、つなが り、ひろが りを推進 してゆく縁の下
の役害1りであると思います。

21世紀は 「環境時代」の歴史的な幕明けになるかもしれません。パワーを貯え、

力を合わせて頑張 りましょう。

参加 して

第 5回 流山市環境デーに参加 して
千葉県水質保全研究所  小倉 久子

6月 14日|こ「第5回流山市環境デー」が行なわれました。このイベントは 「市民

環境フォーラム ・流山Jが 主催し、流山市が後援、地元を中心とした企業が協賛す
るというパー トナーシップが、理想的な形で実現できているものでした。ことしの
メインテーマは 「ゴミから見直そう、ゆたかなくらし」です。

午前中のエコハイクの後、午後は流山市文化会館で、基調講演、ビデオ上映、パ

ネルディスカッションが行なわれました。岩垂寿喜男前環境庁長官による基調講演
は 「人と暮らしと環境Jと いう演題で、岩垂さんがこれまで取 り組んでこられたい

ろいろな環境問題についてのお話を、お聞きすることができました。ビデオ上映で
は、ギターの調べにのせて 「市野谷の森Jの 美しい映像が写し出されました。パネ

ルデ ィスカッションでは、

パネラー 4人 がそれぞれの

立場からゴミについて話 し

ました。時間が短 く、十分

なディスカッションができ

なかったことがちょっと残

念で した。最後に 「第 5回

環境シンポジウム宣言Jが

参加者全員に採択 されて閉

会になりました。

部長 大西 優子

エ コ メ ッセ ち ば 1998-

エコバザール ・エコレス トラン ・ガーデ

ニング ・ソーラーカーラリー ・写生大

会 ・スタンプラリー ・あなたもグリーン

コンシューマー ・海の博物館等々「環境
パー トナーシップちば」も参画 しています。

日  日寺  10月 3 ・ 4日 10:00～ 16:00

場 所 海を含めた海浜幕張一帯

フォーラムを予定 しています。

パ

不

フ

ー

槌

田

博

氏
‐ 機1艤|‐黎 ●.         .顔
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松戸まちづくり交流室事務局
松岡 慶昇

本会は、平成 7年 3月 に発足 した市民協働 まちづ くりを推進 している団体です。

市民協働まらづ くりとは、市民参加型まちづ くり或いは市民主体型まちづ くりの普

及を図るために、「市民 ・企業 と行政」 との間の対話だけでなく、「市民同志」のネ

ットワーク、つまり “縁 (えにし)"に よるまちづ くりのシステムを言います。

本会の活動概要を紹介いた します。先ず、構成員は、各種市民団体、公益企業、

及び個人から構成されてお ります。 2番 目に、主な活動内容では、毎月 1回定例会

を開催 し、情報交流や意見交換などを行っているほか、福祉のまちづ くりや市民版

マスタープランづ くりなど、テーマ別の小委員会を設置 し、勉強会やウオッチング

の企画 ・実施、或いはまた市民協働 まちづ くりの実践 として、江戸川河川敷を利用

して松戸市が実施する江戸川フラ

ワーライン事業 (レング祭 り/コ

スモス祭 り)へ の参加協力などを

行ってお ります。最後 に、本会の

1段階的活動 を紹介 しましょう。第
'1は 、共同で対話する場 をつ くる

|こと (この場が本会です。)、第 2

は、まちづ くり計画に参画する場

に展開すること、そ して第 3に は、

まちづ くりを実行する段階/い つでも前段階へ振 り返れるような土壌づ くり、です。

是非、まちづ くり交流の輪を一緒に広げましょう。地方分権は、Sdf Hclpが原点

です。

連絡先 :〒271-0073 松戸市小根本 7-10 松戸フコク生命ビル2階

TEL 047-366-6113  FAX 047-366-6112

市原ネイチ ャーゲームの会

～楽 しみなが らの環境学習～  代表 山口 由富子

私たちの会は、歩み始めて7年 になりますが、「楽しみながらの環境学習Jを モ

ットーに、水環境においては、シュノーケルを取 り入れた海の観察や谷津の観察か

ら水の生い立ちとその役害1を。人気については、指標生物の存在はもとより環境庁

が提唱する 「全国星

空継続観察Jに も参

加 してお り、ギ リシ

ャ神話 を語 りなが ら

のスターウオッチ ン

グは、好評 を頂いて

います。 また、木の

恵み と先人の知恵に

学ぶ炭焼 きとキノコ

のウオッチ ングは恒

例 とな り、千潟の生

物 を観察 しては、自

然界のサイクルを学

び、今年はケナフの

種まきと紙すきにもツし戦しました。

すべての行事に市原市と教育委員会の後援をいただき、実質的に行政サイドの協

力を頂くときもあり、こどもたちのために、地球の未来のために、そして 「私たち

自身のお楽しみJの ためにと、元気いっぱい活動しています。

連絡先 :〒290-0062 市原市八幡844 TEL&FAX 0436-43-1019

c mail:tanpopo@grccn.ocn.nc jp
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時 9月 27日 10:00～16:30

場 千葉県立衛生短期大学

催 環境シンポジウム1998 千葉会議実行委員会
(財)千葉県環境財団

後 援 環境庁 ・千葉県 ・千葉市 ・君津市 ・袖ケ浦市 江戸川大学

申し込み ・問い合わせ先 千葉県環境財団

TEL 043-224-2691 FAX 043-224-2522

☆ Eボ ー トわくわく集会 ☆

①主 催 :財団法人印膳沼環境基金
②後 援 :建設省・農林水産省・千葉県・(財)千葉県環境財団

環境パートナーシップちば

③日  日寺:10月24日 ∈L)10:30～ 16:00

[予備日 :翌25日 (日)]

所 :佐倉市飯野竜神橋付近

容 :人々が気軽に湖沼に集まり、遊び、交流するための道具

「Eボ ー トJの 体験試乗会と終了後の簡単な懇談会。

⑥参加人数 :100人 (予定)
⑦問合せ先 :財団法人印旗沼環境基金 TEL 043-485-0397

☆ 海か らメ ッセを見 よう ノ☆

主 催 千葉県企業庁 エコメッセちば実行委員会

担当者 河野 希望

連絡先 TEL 043-2233624

内 容  「わかしおJに 乗って東京湾を視察するとともに、海から

幕張メッセを展望する

10月2日

千葉港より東京湾の航海

☆ こども環境会議ちば
′
98☆

千葉県 ・地球環境平和財団 ・ (財)千 葉県環境財団
(財)千 葉県環境財団

TEL 0471-40-8604 FAX 0471-40-8601

①グループの活動事例発表②ワークショップ③ビデオ上映等
10月4日  10:30～15:30

富士通幕張システムラボラトリー

訪問シリーズ

盛況 「環境 ホル モ ンの脅威 」  総務部 平岡誠一郎

目に見えず形も分からず生態系にしのびよる、内分泌撹乱

物質とは何か ? 7月 4日 、御宿町公民館でリサイクルグル

ープ 「かもめ」と 「環境パー トナーシップちば」が初めての

行事を共催 した。環境フォーラムⅡ 「環境ホルモンの脅威」

をテーマに133名の参加者を得て開催された。講師に、止め

ようダイオキシン関東事務局長の藤原寿和氏を迎え、人類が

合成した化学物質かい生成される、内分泌撹乱物質の環境に

対する影響 と

生物 との関わ

りについて話

された。講演

の後半では当

会の深尾秀次

副代表の進行

で、住民 と行

政 との活発 な

意見交換が行

黎 0・5《 勲  回遊魚  黎 ◎翁 《 勲
事業部副部長 横山 清美

7月 7日 は、「川の日Jつ てご存 じでしたか ? 昨年河川

法が改正され、川づ くりの目的の利水 ・治水に 「河川環境の

整備と保全」力功日えられ、これを機会に定められました。

この 「川の日」の行事として7月 5日 に 『私の名流 ・名川』

『みんなに愛 される川づ くり』 と題 した作品を、全国の市

民 ・行政から募集 して (千葉から七里川 ・江戸川が参加)、

作品提出者と審査員が公開の場で評価 しあうというワークシ

ョップがありました。みんなで “いい川"“いい川づ くり"

を考えようとするもので、市民参加及び行政と市民の協働の

川づ くりの方向を見つけるねらいがあります。審査も決っし

てグランプリや賞にこだわらず、「上流かい下流あらゆるも

のをつなげよう。川の魅力は人の魅力、人のネットワークを

大きく広げていこうJと いう言葉で、いい 1日 を終えました。

た だ い ま会 員 募 集 中 ′′

各種のイベント案内や会報等の無料配布の特典があります
(FAXにてお申込みも結構です)

☆ 企業向けの環境セミナー ☆

主 催 環境庁 ・千葉県 ・千葉商工会議所 ・環境カウンセラー千葉県  ゎれ、環境ホルモン ・ダイオキシン問題の関心の高さが感 じ
協議会 られた。今回、共催 として初めて地方に出向き一つながれひ

担当者 千葉県商工会議所 平山 武彦
ろがれ一 を実践できた事は、今後の私達の活動に多いに弾み連イ各

`た
 TEL 043-227-4101

内 容 企業としての環境保全活動を考える (ISO認 証取得等)  が付 くと確信 した。これからも地域支援活動に力を入れ、皆

日 程 10月 2日 13:00～17ЮO                さんと共に行動 して行きたいものである。
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場

☆川1遊び出前講座☆
日 時 :9月 20日(日)10:00～12:00

場 所 :千葉県若葉区多部田橋付近

参加費 :300円 (保険料、資料代)

申込先 :ちば環境情報センター

/1¶コまで TEL・ FAX 043 266-0383

編集後記

汗をふ きふ き皆駆け込んで来る、勝手知

ったる船橋女性センターだ。 とにか く暑い

日だ、今 日は最後の原稿の読み合わせだ、

書いて下さつた方々の意向を尊重 し感謝 し、

作業は終わる。今後 も会員各位の活動の一

端を担えるよう努力 しますので 「イベ ン ト

案内」 。 「訪問シリーズ」 に情報、ご希望

や感想をお寄せ下さい。

申し込み先 広報部 FAX 043-224-2522

横須賀 ・縣 まで

入 会 申 込 み 書 年会費 :個 人 1,000円 団体 2,000円

会 の 趣 旨 に 賛 同 じ会 費 を添 え て 入 会 し ま す

氏 名

所属団体等

住 所

電 話 番 号 FAX

申 込 み 先 TEL0 4 3-224-2691    FAX0 43-224-2522

会費納入先 郵便振替口座 00160-9-401872  環境パートナーシップちば

この 「環境パートナーシップちば」だょりは再生紙を使用しています。




